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一
　
は
じ
め
に

　
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
る
、
山
田
三
方
（
以
下
略
し
て
三
方
）
作
「
秋
日

於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」（
五
二
番
詩
）
は
、
延
べ
十
首
数
え
ら
れ
る
集
中
の
同

題
詩
（
六
二
番
詩
と
六
八
番
詩
は
類
題
）
に
お
い
て
、
序
を
有
す
る
一
作
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
序
は
従
来
、
長
屋
王
宅
で
催
さ
れ
た
新
羅
の
客
人
を
対

象
と
し
た
宴
の
具
体
的
な
時
期
を
推
測
す
る
重
要
な
参
考
と
さ
れ
て
き
た
。
小

島
憲
之
氏
）
1
（

は
当
該
詩
序
が
創
作
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
時
期
を
、

⑴
養
老
三
年
閏
七
月
新
羅
使
帰
国
（
七
一
九
）
↓
長
屋
王
大
納
言

⑵
養
老
七
年
八
月
帰
国
（
七
二
三
）
↓
同
右
大
臣

⑶
神
亀
三
年
七
月
帰
国
（
七
二
六
）
↓
同
左
大
臣

の
三
つ
の
時
期
に
限
定
し
）
2
（

、「
新
羅
使
を
宴
す
る
大
役
を
考
慮
す
れ
ば
、
左
大

臣
就
任
以
後
が
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の
点
に
於
て
、
神
亀
三
年
の
秋
と
み
る

べ
き
か
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
に
対
し
て
井
実
充
史
氏
）
3
（

は
、
養
老
三
年
は

右
大
臣
の
藤
原
不
比
等
が
高
齢
で
、
大
納
言
で
あ
っ
た
長
屋
王
が
代
役
を
務
め

得
た
こ
と
と
、
養
老
七
年
は
左
大
臣
が
欠
員
で
あ
っ
た
た
め
事
実
上
右
大
臣
が

最
高
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
左
大
臣
就
任
前
の
長
屋
王
で
あ
っ
て
も
十

分
新
羅
使
人
を
宴
す
る
役
を
担
い
得
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
続
い
て
、
井
実
氏

は
詩
題
に
「
左
僕
射
」
が
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
詩
序
は
長
屋
王
左
大
臣
就
任

前
の
作
と
判
断
し
、
更
に
調
古
麻
呂
作
「
初
秋
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」（
六
二
）

の
表
現
が
当
該
詩
序
の
話
題
の
順
に
即
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
当
該

詩
序
は
六
二
番
詩
と
同
じ
く
初
秋
の
作
で
、
養
老
三
年
（
七
一
九
）
閏
七
月
の

作
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
長
屋
王
が
大
納
言
の
身
分
で
新
羅
使
を
宴
し
た

場
に
臨
し
て
、
三
方
に
よ
っ
て
詠
作
さ
れ
た
五
二
番
詩
詩
序
の
本
文
）
4
（

は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

１

君
王
以
敬
愛
之
沖
衿
、
広
闢
琴
樽
之
賞
。

２

使
人
承
敦
厚
之
栄
命
、
欣
戴
鳳
鸞
之
儀
。

３

於
是

『
懐
風
藻
』
山
田
三
方
作
詩
序
の
表
現
か
ら
見
る
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」林
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４

琳
琅
満
目
、

５

蘿
薜
充
筵
。

６

玉
爼
雕
華
、
列
星
光
於
煙
幕
、

７

珍
羞
錯
味
、
分
綺
色
於
霞
帷
。

８

羽
爵
騰
飛
、
混
賓
主
於
浮
蟻
、

９

清
談
振
発
、
忘
貴
賤
於
窓
鶏
。

10
歌
臺
落
塵
、
郢
曲
与
巴
音
雑
響
。

11
笑
林
開
靨
、
珠
輝
共
霞
影
相
依
。

12
于
時

13
露
凝
旻
序
、

14
風
転
商
郊
。

15
寒
蝉
唱
而
柳
葉
飄
、

16
霜
雁
度
而
蘆
花
落
。

17
小
山
丹
桂
、
流
彩
別
愁
之
篇
、

18
長
坂
紫
蘭
、
散
馥
同
心
之
翼
。

19
日
云
暮
矣
、

20
月
将
除
焉
。

21
醉
我
以
五
千
之
文
、
既
舞
蹈
於
飽
德
之
地
、

22
博
我
以
三
百
之
什
、
且
狂
簡
於
叙
）
5
（

志
之
場
。

23
清
写
西
園
之
遊
、

24
兼
陳
南
浦
之
送
。

25
含
毫
振
藻
式
贊
高
風
云
爾
。

【
書
き
下
し
】

君
王
は
敬
愛
の
沖
衿
を
以も
っ

て
、
広ひ
ろ

く
琴
樽
の
賞
を
闢ひ
ら

く
。
使
人
は
敦
厚
の

栄
命
を
承う

け
、
欣よ
ろ
こび

鳳
鸞
の
儀
を
戴い
た
だく

。
是こ
こ

に
於お
い

て
琳
琅
目め

に
満み

ち
、
蘿

薜
筵む
し
ろに

充み

つ
。
玉
爼
華
を
雕ほ

り
て
、
星
光
を
煙
幕
に
列な
ら

べ
、
珍
羞
味あ
ぢ

を
錯ま
じ

へ
、
綺
色
を
霞
帷
に
分わ

か
つ
。
羽
爵
騰
飛
し
て
、
賓
主
を
浮
蟻
に
混ま
じ

へ
、

清
談
振
発
し
て
、
貴
賤
を
窓
鶏
に
忘わ
す

る
。
歌
臺
塵
を
落お

と
し
、
郢
曲
は
巴

音
と
雑ま
じ

り
響ひ
び

き
、
笑
林
靨
を
開ひ
ら

き
、
珠
輝
は
霞
影
と
共と
も

に
相あ
ひ

依よ

る
。
時と
き

に

露つ
ゆ

は
旻
序
に
凝こ

り
、
風か
ぜ

は
商
郊
に
転め
ぐ

る
。
寒
蝉
唱う
た

ひ
て
柳
葉
漂ひ
る
が
へり

、
霜

雁
度わ
た

り
て
蘆
花
落お

つ
。
小
山
の
丹
桂
、
彩あ
や

を
別
愁
の
篇
に
流な
が

し
、
長
坂
の

紫
蘭
、
馥か
ほ
りを

同
心
の
翼
に
散ち

ら
す
。
日
は
云こ
こ

に
暮く
れ

、
月つ
き

は
将ま
さ

に
除の
ぞ

か
む
と

す
。
我わ
れ

を
酔
わ
し
む
る
に
五
千
の
文
を
以も
ち

て
し
て
、
既す
で

に
飽
德
の
地
に
舞

踏
し
、
我わ
れ

を
博ひ
ろ

む
る
に
三
百
の
什
を
以も
ち

て
し
て
、
且
つ
叙
志
の
場
に
狂
簡

す
。
西
園
の
遊あ
そ

び
を
清
写
し
、
兼
ね
て
南
浦
の
送お
く

り
を
陳の

ぶ
。
毫
を
含ふ
ふ

み

て
藻あ
や

を
振
る
ひ
、
式も

ち
て
高
風
を
贊ほ

む
る
ぞ
。

【
現
代
語
訳
】

皇
親
で
あ
る
長
屋
王
は
、
尊
敬
と
親
し
み
の
あ
る
闊
達
な
心
で
、
音
楽
と

酒
が
あ
る
楽
し
み
の
あ
る
宴
会
を
大
い
に
開
か
れ
た
。
新
羅
の
使
人
は
、

長
屋
王
の
誠
実
で
人
情
に
厚
い
栄
誉
あ
る
命
令
を
受
け
て
こ
の
宴
会
に
参

加
し
、
鳳
凰
の
よ
う
な
長
屋
王
の
姿
を
喜
び
押
し
戴
い
て
い
る
。
こ
こ
に

お
い
て
、
宴
会
の
場
で
は
多
く
の
朝
廷
で
一
定
の
地
位
が
あ
り
立
場
の
あ

る
素
晴
ら
し
い
人
が
見
わ
た
す
か
ぎ
り
集
ま
り
、
在
野
の
隠
者
も
座
に
充

ち
て
い
る
。
立
派
な
食
器
に
は
華
や
か
な
模
様
が
彫
刻
さ
れ
て
い
て
、
そ
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れ
ら
の
美
し
さ
は
ま
る
で
煙
の
よ
う
な
幕
に
星
の
光
を
並
べ
た
よ
う
だ
。

卓
上
に
は
美
食
や
珍
し
い
御
馳
走
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
美
し
い
色
彩
は
霞

の
よ
う
な
帷
に
映
っ
て
い
る
。
頭
尾
と
羽
翼
が
付
い
た
酒
杯
が
飛
び
交
わ

さ
れ
、
主
人
と
賓
客
は
身
分
の
区
別
な
く
酒
を
交
わ
す
。
席
上
に
は
清
談

が
起
こ
り
、
参
宴
者
は
身
分
の
高
低
を
忘
れ
宋
処
宗
の
故
事
の
よ
う
に
清

談
を
し
て
い
る
。
舞
台
に
は
ま
る
で
梁
上
の
塵
が
落
ち
る
ほ
ど
素
晴
ら
し

か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
そ
の
昔
の
虞
公
の
歌
声
の
よ
う
な
歌
が
披
露
さ
れ
、

俗
楽
を
交
え
た
様
々
な
曲
が
合
わ
さ
っ
て
響
い
て
い
る
。
談
笑
で
は
皆
笑

み
を
浮
か
べ
、
珠
の
よ
う
な
輝
き
が
霞
の
光
と
と
も
に
連
な
っ
て
い
る
。

そ
の
時
、
露
は
ま
さ
に
こ
の
秋
と
い
う
季
節
に
凝
り
、
風
は
秋
の
野
外
を

吹
き
め
ぐ
っ
て
い
る
。
秋
の
蝉
が
鳴
い
て
柳
の
葉
が
翻
り
、
秋
雁
が
渡
る

の
に
伴
っ
て
蘆
の
花
が
散
っ
て
い
る
。
劉
安
と
そ
の
周
辺
の
文
士
ら
の
よ

う
な
面
々
で
、
別
れ
の
愁
え
の
色
鮮
や
か
で
輝
か
し
い
文
を
作
り
、
曹
丕

と
そ
の
周
り
の
有
志
達
の
よ
う
な
一
座
に
は
、
同
心
の
者
達
な
ら
で
は
の

蘭
の
香
が
漂
っ
て
い
る
。
日
が
い
よ
い
よ
暮
れ
る
よ
う
に
、
月
も
今
に
も

日
と
共
に
留
ま
る
こ
と
な
く
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。『
道
徳
経
』（
を
交
え

た
清
談
）
は
私
を
酔
わ
せ
、
こ
の
徳
に
飽
き
る
地
で
は
既
に
拝
舞
を
行
っ

た
。『
毛
詩
』
は
私
の
知
識
を
豊
富
に
し
て
く
れ
、
そ
し
て
こ
の
志
を
述

べ
る
場
で
乱
雑
な
文
を
振
る
お
う
。
曹
丕
の
西
園
の
遊
び
の
よ
う
な
（
こ

の
詩
宴
を
）
清
ら
か
に
文
に
記
し
、
併
せ
て
南
浦
で
の
よ
う
な
送
別
の
思

い
を
述
べ
よ
う
。
筆
を
口
に
含
み
文
才
を
振
る
い
そ
れ
を
用
い
て
長
屋
王

の
高
い
気
品
）
6
（

を
讃
え
る
に
他
な
ら
な
い
。）

　

当
該
詩
序
で
は
、
先
ず
宴
の
主
催
者
で
あ
る
長
屋
王
の
高
貴
な
身
分
が
呈
示

さ
れ
、
王
が
尊
敬
と
親
し
み
の
あ
る
姿
勢
で
客
人
を
招
き
宴
を
催
し
た
こ
と
、

ま
た
新
羅
使
人
ら
の
視
座
か
ら
捉
え
た
鳳
凰
の
よ
う
な
長
屋
王
の
姿
を
描
く
こ

と
を
通
し
て
、
主
人
長
屋
王
を
賛
美
す
る
。
続
い
て
宴
席
の
場
の
描
写
が
行
わ

れ
、
立
場
の
あ
る
人
物
も
隠
者
も
招
か
れ
た
こ
と
、
並
ぶ
食
器
の
美
し
い
こ
と
、

美
食
や
珍
し
い
御
馳
走
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
座

は
身
分
の
高
低
を
忘
れ
て
清
談
を
楽
し
み
、
席
上
で
披
露
さ
れ
た
歌
や
曲
を
堪

能
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。「
秋
日
」
を
象
徴
す
る
「
露
」・「
蝉
」・「
雁
」・「
蘆
」

な
ど
の
景
色
描
写
を
行
い
、
詩
序
は
後
半
の
送
別
の
主
題
へ
と
移
る
。
主
人
長

屋
王
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
賓
客
達
は
、
劉
安
と
そ
の
周
辺
の
文
士
達
や
曹
丕
と

そ
の
周
辺
の
有
志
達
に
喩
え
ら
れ
、
金
蘭
の
契
り
の
如
く
良
き
雰
囲
気
の
中
で

送
別
に
因
ん
だ
優
れ
た
創
作
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
三
方
は
、

宴
会
の
時
間
が
留
ま
る
こ
と
な
く
過
ぎ
ゆ
く
こ
と
、
自
身
が
拝
舞
を
行
い
文
を

綴
る
意
気
込
み
を
示
し
、「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
を
曹
丕
の
西
園
の
遊
び
に
見
立

て
た
う
え
で
、
新
羅
使
人
ら
を
送
る
思
い
を
南
浦
の
別
れ
に
喩
え
る
。
詩
序
の

最
後
で
は
改
め
て
主
人
長
屋
王
の
気
品
の
高
さ
を
讃
え
る
意
図
が
表
れ
て
い
る
。

　

長
屋
王
宅
で
催
さ
れ
た
、
新
羅
使
人
送
別
の
宴
を
描
い
た
五
二
番
詩
詩
序
は
、

長
屋
王
周
辺
の
文
筆
活
動
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
従
っ
て
本
論
文

で
は
、
五
二
番
詩
詩
序
に
用
い
ら
れ
た
表
現
に
対
す
る
分
析
を
通
し
て
、
長
屋

王
周
辺
の
文
筆
活
動
の
一
角
を
か
い
ま
み
た
い
。
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二
　
参
宴
者
に
関
わ
る
表
現

　
　
│
初
唐
表
現
の
受
容
か
ら
う
か
が
え
る

　
　
　「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
の
構
成
│

　

五
二
番
詩
詩
序
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
詩
序
の
前
半
で
は
「
琳

琅
満
目
」・「
蘿
薜
充
筵
」・「
忘
貴
賤
於
窓
鶏
」・「
混
賓
主
於
浮
蟻
」
な
ど
の
諸

句
が
用
い
ら
れ
、
参
宴
者
の
性
質
に
関
わ
る
記
述
が
繰
り
返
し
話
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
当
該
詩
序
と
同
題
で
あ
る
六

五
番
詩
詩
序
だ
け
で
な
く
、
他
の
懐
風
藻
詩
序
か
ら
も
う
か
が
え
な
い
。
従
っ

て
、
本
節
で
は
五
二
番
詩
詩
序
に
見
ら
れ
る
参
宴
者
に
関
わ
る
表
現
を
詳
細
に

考
察
し
て
み
た
い
。

①
「
琳
琅
満
目
」

　

先
ず
、詩
宴
に
参
列
す
る
賓
客
の
様
子
を
描
い
た
箇
所
で
は
、四
行
目
に
「
琳

琅
満
目
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
琳
琅
」
は
『
楚
辞
』
に
既
に

使
用
例
が
確
認
さ
れ
る
表
現
で
、

・
撫
長
剣
兮
玉
珥
、
璆
鏘
鳴
兮
琳
琅

0

0

。

（
長
ち
や
う

剣け
ん

の
玉
ぎ
よ
く

珥じ

を
撫ぶ

す
れ
ば
、
璆き
う

鏘さ
う

と
琳り
ん

琅ら
う

鳴な

る
。）

 

（
屈
原
「
九
歌
・
東
皇
太
一
」『
楚
辞
）
7
（

』
巻
二
）

そ
の
王
逸
注
に
「
璆
、琳
琅
、皆
美
玉
名
也
。（
璆
、琳
琅
、皆
美
玉
の
名
な
り
。）」

と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
美
玉
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
後
に
、
美
玉
の
意
か

ら
転
じ
て
、
朝
廷
で
一
定
の
地
位
を
有
す
る
、
素
晴
ら
し
い
人
を
喩
え
る
表
現

と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

有
人
詣
王
太
尉
、
遇
安
豊
、
大
将
軍
、
丞
相
在
坐
、
往
別
屋
見
季
胤
、
平

子
）
8
（

。
還
、
語
人
曰
、
今
日
之
行
、
触
目

0

0

見
琳
琅

0

0

珠
玉
。

（
人ひ
と

有あ

り
、
王わ
う

太た
い

尉ゐ

に
詣い
た

り
て
、
安あ
ん

豊ぽ
う

・
大だ
い

将し
や
う

軍ぐ
ん

・
丞
じ
や
う

相し
や
うの

坐ざ

に
在あ

る

に
遇あ

ひ
、
別べ
つ

屋を
く

に
往ゆ

き
て
季き

胤い
ん

・
平へ
い

子し

を
見み

る
。
還か
へ

り
て
、
人ひ
と

に
語か
た

り
て

曰い
は

く
、
今こ
ん

日に
ち

の
行か
う

、
触
し
よ
く

目も
く

、
琳り
ん

琅ら
う

珠し
ゆ

玉ぎ
よ
くを

見み

た
り
、
と
。）

 

（『
世
説
新
語
）
9
（

』「
容
止
」
第
十
四
）

右
の
『
世
説
新
語
』
で
は
、
あ
る
人
物
が
王
衍
（
王
太
尉
）
に
謁
見
し
た
際
に
、

偶
然
王
戎
・
王
敦
・
王
導
・
王
詡
・
王
澄
の
姿
も
目
に
し
、
そ
れ
ら
の
人
物
の

素
晴
ら
し
さ
を
「
琳
琅
珠
玉
」
に
喩
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
文
に
名

が
挙
が
る
者
は
、
皆
一
定
の
地
位
に
就
き
立
場
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
人
物
達
で
、

「
琳
琅
」
は
そ
の
よ
う
な
人
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
五
二
番
詩

詩
序
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
琳
琅
」
も
『
世
説
新
語
』
の
例
と
同
じ
く
立
場
の

あ
る
人
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
喩
え
た
も
の
で
、
長
屋
王
宅
の
宴
会
に
優
れ
た
人

物
ら
が
列
席
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
満
目
」
は
目
に
満
ち
る
意
で
、
当
該
詩
序
の
「
満
目
」
は
、
一
定
の
地
位

を
有
す
る
素
晴
ら
し
い
人
物
た
ち
が
目
に
満
ち
る
ほ
ど
招
か
れ
た
こ
と
を
指
し
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て
い
る
。「
琳
琅
」
と
「
満
目
」
の
何
れ
も
初
唐
よ
り
以
前
に
例
が
見
ら
れ
る

表
現
で
あ
る
が
、
小
島
憲
之
氏
）
10
（

の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
当
該
詩
序
の
「
琳
琅
満
目
」

と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
次
の
三
例
の
表
現
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
の
よ
う
で

あ
る
。琳

琅
0

0

触
目0

、
朗
月
清
風
之
俊
人
。（
琳
琅
目
に
触
れ
、
朗
月
清
風
の
俊
人
）

 
（
王
勃
「
秋
日
游
蓮
池
序
」『
全
唐
文
）
11
（

』
巻
一
八
一
）

奏
金
石
而
満
堂
、
召
琳
瑯

0

0

而
触
目0

。

（
金
石
を
奏
で
て
堂
に
満
ち
、
琳
瑯
を
召
ひ
て
目
に
触
る
。）

 

（
楊
炯
「
李
舍
人
山
亭
詩
序
）
12
（

」『
全
唐
文
』
巻
一
九
一
）

故
人
握
手
、
新
知
満
目

0

0

。（
故
人
手
を
握
り
、
新
知
目
に
満
つ
。）

 

（
王
勃
「
秋
日
楚
州
郝
司
戸
宅
餞
崔
使
君
序
」『
全
唐
文
』
巻
一
八
一
）

最
初
の
二
例
に
見
ら
れ
る
「
琳
琅
」
と
「
触
目
」
は
、
先
掲
『
世
説
新
語
』
の

「
触
目
見
琳
琅
」
に
由
来
す
る
表
現
で
、「
琳
琅
触
目
」
と
「
琳
琅
而
触
目
」
と

は
す
な
わ
ち
一
座
の
立
場
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
面
々
を
目
に
し
た
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
最
後
の
「
新
知
満
目
」
は
、「
新
知
」
で
新
た
に
知
り
合
っ
た
知
己
、

「
満
目
」
で
目
に
満
ち
る
こ
と
を
言
い
、
新
た
に
知
り
合
っ
た
知
己
が
目
に
満

ち
る
ほ
ど
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
新
知
満
目
」
の
「
満
目
」

も
当
該
詩
序
と
同
じ
用
法
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
初
唐
表
現
と
当
該
詩
序

の
「
琳
琅
満
目
」
の
類
似
か
ら
見
れ
ば
、
三
方
が
右
の
三
例
の
よ
う
な
初
唐
表

現
か
ら
、
当
該
詩
序
の
「
琳
琅
満
目
」
を
導
き
出
し
た
と
す
る
小
島
氏
の
見
解

は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

②
「
蘿
薜
充
筵
」

　

次
に
、
五
行
目
の
「
蘿
薜
充
筵
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
た
い
。
詳
細
は
後

述
す
る
が
、「
蘿
薜
」
は
隠
者
を
指
す
表
現
で
、「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
に
隠
者
が

列
席
し
て
い
た
こ
と
を
三
方
は
表
現
し
て
い
る
。
実
際
、
懐
風
藻
所
収
の
「
長

屋
王
宅
詩
宴
詩
」
を
一
覧
す
る
と
、
一
〇
四
番
詩
題
に
「
初
春
在
竹
溪
山
寺
於

長
王
宅
宴
追
致
辞
」
と
あ
る
。
一
〇
四
番
詩
の
作
者
釈
道
慈
（
以
下
道
慈
）
は
、

そ
の
時
「
竹
溪
山
寺
」
で
隠
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
隠
者
と
言
え
ば
、
通

常
で
は
俗
世
か
ら
離
れ
た
生
活
を
送
る
理
想
あ
る
者
が
連
想
さ
れ
る
が
、
懐
風

藻
の
伝
記
や
史
書
な
ど
に
残
さ
れ
る
道
慈
関
連
の
記
録
か
ら
見
れ
ば
、
道
慈
が

事
実
上
隠
者
に
相
応
し
い
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
一
〇
四
番
詩
に
は
、「
結
蘿
為
垂
幕
、
枕
石
臥
巌
中
。
抽
身
離
俗
累
、

滌
心
守
真
空
。（
中
略
）
僧
既
方
外
士
、
何
煩
入
宴
宮
。」
な
ど
の
隠
遁
思
想
に

富
む
表
現
が
多
く
含
ま
れ
、
少
な
く
と
も
道
慈
の
内
心
世
界
で
は
自
身
を
「
隠

者
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
論
文
で
は
、
特
に
懐

風
藻
に
お
い
て
、
道
慈
の
よ
う
に
使
用
表
現
な
ど
か
ら
強
く
隠
遁
思
想
が
う
か

が
え
る
人
物
を
「
隠
者
」
と
し
て
扱
う
。

　

結
果
と
し
て
、
一
〇
四
番
詩
詩
題
の
「
追
致
辞
」
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
道
慈
は
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
へ
の
招
待
を
辞
退
し
て
い
る
が
、
一
〇
四
番

詩
の
存
在
は
、
長
屋
王
が
隠
者
を
自
邸
の
宴
に
招
こ
う
と
し
て
い
た
紛
れ
も
な

い
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
屋
王
周
辺
の
文
筆
活
動
は
、
道
慈
の
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よ
う
な
隠
者
達
が
参
加
出
来
得
る
幅
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

改
め
て
当
該
詩
序
が
用
い
た
「
蘿
薜
充
筵
」
と
い
う
表
現
に
着
目
し
た
い
。

「
蘿
薜
」
は
「
薜
蘿
」
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
植
物
の
「
女
羅
」
と
「
薜
荔
」

の
こ
と
で
、

若
有
人
兮
山
之
阿
、
被
薜0

荔
兮
帯
女
羅0

。

（
若こ
こ

に
人ひ
と

有あ

り
山や
ま

の
阿く
に

に
、
薜へ
い

荔れ
い

を
被き

て
女ぢ
よ

羅ら

を
帯お
び

と
す
。）

 
（
屈
原
「
九
歌
・
山
鬼
」『
楚
辞
』
巻
二
）

に
由
来
す
る
表
現
で
あ
る
。
右
の
引
用
部
分
の
王
逸
注
に
「
薜
荔
・
兔
糸
、
皆

無
根
、
縁
物
而
生
。
山
鬼
亦
晻
忽
無
形
、
故
衣
之
以
為
飾
也
。（
薜
荔
・
兔
糸
、

皆
根
無
く
、
物
に
縁
り
て
生
き
る
。
山
鬼
ま
た
忽
に
無
形
を
晻
す
、
故
に
之
を

衣
し
て
飾
と
為
す
な
り
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
蘿
薜
」（「
薜
蘿
」）
は
「
山
鬼
」

が
衣
服
と
し
て
ま
と
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、「
蘿
薜
」

（「
薜
蘿
」）
は
隠
者
の
衣
服
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。「
蘿
薜
」（「
薜
蘿
」）

の
使
用
例
と
し
て
は
、
初
唐
よ
り
以
前
に
使
用
例
が
確
認
さ
れ
、

謂
宜
釈
巾
幽
谷
、
結
組
登
朝
、
則
岩
谷
含
歓
、
薜
蘿

0

0

起
抃
矣
。

（
謂
ふ
に
宜
し
く
巾
を
幽
谷
に
釈ぬ

ぎ
、
組
を
結
ん
で
朝
に
登
ら
ば
、
則
ち

岩
谷
歓
び
を
含
ん
で
、
薜
蘿
起
抃
せ
む
。）

 

（『
南
斉
書
）
13
（

』
巻
五
四
「
列
伝
第
三
五
・
杜
京
産
」）

想
見
山
阿
人
、
蘿
薜

0

0

若
在
眼
。

（
想
ひ
見
る
山
阿
の
人
、
蘿
薜
眼
に
在
る
が
若
し
。）

（
謝
霊
運
「
越
嶺
行
溪
詩
」『
芸
文
類
聚
）
14
（

』
巻
三
六
「
人
部
二
〇
・
隠
逸
上
」）

臣
聞
玉
為
彫
楹
、
不
数
材
於
蟠
木
、
丹
成
繡
黼
、
豈
襲
冕
於
蘿
薜

0

0

。

（
臣
聞
く
玉
彫
楹
を
為
す
に
、
材
を
蟠
木
に
数
へ
ず
、
丹
繡
黼
を
成
す
に
、

豈
に
蘿
薜
に
冕
を
襲あ

は
さ
ん
や
。）

（
沈
炯
「
為
周
弘
讓
太
常
表
」『
芸
文
類
聚
』
巻
四
九
「
職
官
部
・
太
常
」）

な
ど
が
見
ら
れ
る
。『
南
斉
書
』
の
一
文
は
、
沈
約
等
が
在
野
の
杜
京
産
を
推

薦
す
る
上
表
文
の
一
部
で
、「
薜
蘿
」
を
も
っ
て
隠
者
で
あ
る
杜
京
産
を
表
現

し
て
い
る
。
二
例
目
の
「
蘿
薜
」
は
『
楚
辞
』
の
表
現
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、

謝
霊
運
が
心
中
に
抱
く
隠
者
を
喩
え
た
表
現
で
あ
る
。
三
例
目
の
沈
炯
の
表
は
、

『
芸
文
類
聚
』
の
「
職
官
部
」
に
収
録
さ
れ
た
一
作
で
、
同
じ
く
「
蘿
薜
」
は

隠
者
を
喩
え
た
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
右
の
三
つ
の
「
蘿
薜
」
例
は
、

何
れ
も
当
該
詩
序
の
「
蘿
薜
」
の
用
法
と
近
い
も
の
と
な
る
。

　

ま
た
、
初
唐
に
入
る
と
、
次
の
よ
う
な
「
蘿
薜
」（「
薜
蘿
」）
例
が
う
か
が

え
る
。若

夫
尊0

卑
位
隔
、
栄
賤0

途
分
、
使
卿
士
大
夫
、
倚
軒
裳
而
傲
物
、
山
棲
木

食
、
負
林
壑
而
驕
人
。
未
有
能
屈
富
貴
於
沈
冥
、
雑
薜
蘿

0

0

於
簪
笏
。
天
人

坐
契
、
相
従
雲
霧
之
遊
、
風
雨
不
疲
、
高
縦
琴
樽
之
賞

0

0

0

0

。
崔
兵
曹
紫
庭
公

冑
、
青
雲
貴
人
、
以
鐘
鼎
不
足
以
致
奇
才
、
煙
霞

0

0

可
以
交
名
士
。（
後
略
）

（
若
し
夫
れ
尊
卑
位
隔
て
、
栄
賤
途
分
か
る
れ
ば
、
卿
士
大
夫
を
し
て
、
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軒
裳
に
倚
り
て
物
に
傲
り
、
山
棲
木
食
を
し
て
、
林
壑
に
負
ひ
て
人
に
驕

ら
し
む
。
未
だ
能
く
富
貴
を
沈
冥
に
屈
し
、
薜
蘿
を
簪
笏
に
雑
ふ
る
こ
と

有
ら
ず
。
天
人
坐
契
し
、
雲
霧
の
遊
に
相
ひ
従
ひ
、
風
雨
疲
れ
ず
、
琴
樽

の
賞
を
高
縦
す
。
崔
兵
曹
は
紫
庭
の
公
冑
、
青
雲
の
貴
人
、
鐘
鼎
は
以
て

奇
才
を
致
す
に
足
ら
ず
、
煙
霞
は
以
て
名
士
と
交
は
る
べ
し
と
以
ふ
。）

 

（
陳
子
昂
「
秋
日
遇
荊
州
府
崔
兵
曹
使
宴
序
」『
全
唐
詩
）
15
（

』
巻
八
四
）

右
の
詩
序
は
、
陳
子
昂
が
荊
州
府
の
崔
兵
曹
と
い
う
名
高
い
人
物
が
催
し
た
宴

会
に
列
席
し
た
際
の
作
で
あ
る
。
陳
子
昂
序
で
は
、「
尊
卑
」
や
「
栄
賤
」
が

明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
世
に
於
て
、
卿
士
大
夫
は
官
位
に
傲
り
、
山
棲
木
食

の
隠
者
ら
は
山
奥
で
自
分
ら
の
気
品
の
高
さ
を
驕
り
、
両
者
は
常
に
対
立
関
係

に
あ
っ
て
同
じ
場
を
共
有
す
る
こ
と
が
な
い
現
状
を
冒
頭
で
語
る
。
続
い
て
、

高
貴
な
出
身
で
隠
者
と
交
流
し
よ
う
と
す
る
者
も
い
な
け
れ
ば
、
隠
者
の
身
分

で
官
位
あ
る
者
の
中
に
雑
ざ
ろ
う
と
す
る
者
も
い
な
か
っ
た
が
、
崔
兵
曹
と
い

う
人
物
の
催
し
た
宴
に
よ
り
、
よ
う
や
く
官
位
あ
る
者
と
隠
者
と
が
共
に
楽
し

む
場
が
で
き
た
こ
と
を
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
陳
子
昂
が
参
宴
し
た
崔
兵
曹
宅
で

の
宴
に
は
、
官
位
あ
る
者
も
隠
者
も
招
か
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ

し
て
、「
卿
士
大
夫
」・「
富
貴
」・「
簪
笏
」
な
ど
は
官
位
あ
る
者
、「
山
棲
木

食
」・「
沈
冥
」
と
特
に
五
二
番
詩
詩
序
で
使
用
さ
れ
た
「
蘿
薜
」
と
同
義
で
あ

る
「
薜
蘿
」
は
隠
者
の
こ
と
を
指
す
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

陳
子
昂
序
で
は
、
傍
点
を
附
し
た
箇
所
の
よ
う
に
、
五
二
番
詩
詩
序
が
用
い

た
表
現
や
意
味
と
近
い
も
の
が
数
々
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
述
べ
る
と
、
陳
子
昂

詩
序
の
「
尊
」
と
「
卑
」
の
対
、「
琴
樽
之
賞
」
と
「
煙
霞
」
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
五
二
番
詩
詩
序
九
行
目
「
貴
賤
」、
一
行
目
「
琴
樽
之
賞
」、
六
行
目
と
七

行
目
の
「
煙
」
と
「
霞
」
と
同
じ
趣
旨
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

詩
序
の
前
半
で
紙
幅
を
割
き
、
五
二
番
詩
詩
序
と
同
じ
く
列
席
者
の
性
質
を
積

極
的
に
描
こ
う
と
す
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

　

更
に
、
初
唐
の
詩
序
に
は
、

観
夫
天
下
四
海
、
以
宇
宙
為
城
池
、
人
生
百
年
、
用
林
泉
為
窟
宅
。
雖
朝

野
殊
致
、
出
処
異
途
、
莫
不
擁
冠
蓋
於
煙
霞

0

0

、
披
薜
蘿

0

0

於
山
水
。
況
乎
山

陰
旧
地
、
王
逸
少
之
池
亭
、
永
興
新
交
、
許
玄
度
之
風
月
。（
中
略
）

永
淳
二
年
、
暮
春
三
月
、
遅
遅
麗
景
、
出
没
媚
郊
原
、
片
片
仙
雲
、
遠
近

生
林
薄
。（
中
略
）
宜
題
姓
字
、
以
傾
懐
抱
。
使
夫
会
稽
竹
箭
、
則
推
我

於
東
南
、
崑
阜
琳
琅

0

0

、
亦
帰
余
於
西
北
。

（
観
お
も
ん
みる

に
夫
れ
天
下
四
海
は
、
宇
宙
を
以
て
城
池
と
為
し
、
人
生
百
年
は
、

林
泉
を
用
て
窟
宅
と
為
す
。
朝
野
は
致み
ち

を
殊こ
と

に
し
、
出
処
は
途
を
異
に
す

と
雖
も
、
冠
蓋
を
煙
霞
に
擁
し
、
薜へ
い

蘿ら

を
山
水
に
披き

ざ
る
は
莫な

し
。
況
や

山
陰
の
旧
地
は
、
王
逸
少
の
池
亭
に
し
て
、
永
興
の
新
交
は
、
許
玄
度
の

風
月
な
る
を
や
。（
中
略
）

永
淳
二
年
、
暮
春
三
月
、
遅
遅
な
る
麗
景
、
出
没
し
て
郊
原
に
媚
び
、
片

片
な
る
仙
雲
、
遠
近
し
て
林り
ん

薄ぱ
く

に
生
ず
。（
中
略
）
宜
し
く
姓
字
を
題
し
、

以
て
懐
く
わ
い

抱は
う

を
傾
く
べ
し
。
夫か

の
会
稽
の
竹
箭
を
し
て
、
則
ち
我
を
東
南
に

推
し
、
崑こ
ん

阜ふ

の
琳り
ん

琅ら
う

を
し
て
、
亦
た
余
を
西
北
に
帰
ら
し
め
む
。）
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（
王
勃
「
三
月
上
已
祓
禊
序
」『
正
倉
院
本
王
勃
詩
序
訳
注
）
16
（

』）

の
如
き
「
薜
蘿
」
例
も
見
受
け
ら
れ
、
文
末
に
「
琳
琅
」
が
見
え
る
点
も
注
目

に
値
す
る
。
右
の
詩
序
で
は
「
永
淳
二
年
」（
六
八
三
）
と
創
作
の
年
が
記
さ

れ
る
が
、
王
勃
は
上
元
三
年
（
六
七
六
）
に
既
に
死
し
て
い
る
た
め
、「
三
月

上
已
祓
禊
序
」
は
王
勃
の
自
作
で
あ
る
か
ど
う
か
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
一
作

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
序
が
当
時
既
に
日
本
に
舶
来
し
て
い
た
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
王
勃
の
実
作
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
方
が
十
分

参
照
し
得
た
一
作
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
を
詳
細
に
見
る
と
、
王
勃
序
は
「
天
下
」
と
「
宇
宙
」
と
い
う
大

き
な
外
観
か
ら
の
詠
嘆
か
ら
始
ま
り
、「
人
生
百
年
」
は
「
林
泉
」
を
以
っ
て

住
み
か
と
す
る
隠
遁
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
仕
官
す
る
者
と
野
に

あ
る
者
と
で
は
大
き
く
異
な
る
が
、
仕
官
す
る
者
と
在
野
の
者
と
が
隠
遁
の
世

界
を
好
ま
な
い
こ
と
は
な
い
と
唱
え
る
。
つ
ま
り
、
王
勃
序
で
は
仕
官
す
る
者

と
在
野
の
隠
者
ら
が
共
に
詩
宴
に
集
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
特
に
、
官
職

に
つ
い
て
い
る
者
を
表
す
「
冠
蓋
」
の
対
に
は
、
五
二
番
詩
詩
序
に
も
用
い
ら

れ
た
「
薜
蘿
」
が
用
い
ら
れ
、
隠
者
が
列
席
し
た
こ
と
を
示
す
。
陳
子
昂
序
と

王
勃
序
が
紙
幅
を
割
い
て
、
参
宴
者
の
身
分
を
描
こ
う
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て

そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
五
二
番
詩
詩
序
と
の
表
現
上
の
類
似
か
ら
見
れ
ば
、
三
方

は
右
の
初
唐
詩
序
を
参
照
し
て
創
作
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

三
方
が
長
王
宅
で
催
さ
れ
た
新
羅
使
人
送
別
の
詩
宴
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の

表
現
を
大
い
に
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
、
三
方
自
身
が
参
加
者
の
身
分
の
高
低

を
積
極
的
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
姿
勢
の
表
れ
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
実
際
三
方

が
列
席
し
た
長
屋
王
宅
詩
宴
で
、「
琳
琅
」
で
表
現
さ
れ
る
立
場
の
あ
る
人
物
、

す
な
わ
ち
相
応
の
地
位
を
有
す
る
者
と
、「
蘿
薜
」
が
示
す
隠
者
ら
が
同
じ
場

で
宴
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
異
な
る
身
分
の
者
が
和
気
藹
々
と
宴

を
共
に
し
、
身
分
を
超
越
し
た
文
学
創
作
の
場
が
設
け
ら
れ
た
「
長
屋
王
宅
詩

宴
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
時
、
三
方
は
自
然
と
陳
子
昂
序
や
王
勃
序
に
表
現

を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
「
忘
貴
賤
於
窓
鶏
」

　

続
い
て
、
一
座
の
身
分
に
構
わ
ず
清
談
を
楽
し
む
様
子
を
描
く
第
九
行
目
で

は
、「
忘
貴
賤
於
窓
鶏
」
と
い
う
一
句
が
う
か
が
え
る
。「
貴
賤
」
と
は
身
分
の

高
い
者
と
身
分
の
低
い
者
を
指
す
表
現
で
あ
り
、
初
唐
よ
り
以
前
に
も
用
例
が

確
認
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、「
忘
貴
賤
」
と
い
う
字
句
は
、
小
島
大

系
）
17
（

が
掲
げ
る
、

千
載
契
風
雲
、
一
言
忘
賤
貴

0

0

0

。（
千
載
風
雲
を
契
り
、
一
言
賤
貴
を
忘
る
。）

 

（
駱
賓
王
「
夏
日
遊
徳
州
贈
高
四
」『
全
唐
詩
』
巻
七
七
）

が
最
も
近
い
。
右
の
駱
賓
王
詩
の
「
忘
賤
貴
」
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
「
貴
賤
」

と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
押
韻
の
都
合
上
「
貴
賤
」
を
「
賤
貴
」
と
し
て
い

る
。
次
に
、
一
句
の
末
尾
に
あ
る
「
窓
鷄
」
は
、
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『
幽
明
録
』
曰
、
晋
兗
州
刺
史
沛
国
宋
処
宗
、
嘗
買
得
一
長
鳴
鷄
、
愛
養

甚
至
。
恒
籠
著
窓
間
、
鷄
遂
作
人
語
。
与
処
宗
談
論
、
極
有
言
智
、
終
日

不
輟
。
処
宗
因
此
言
巧
大
進
。

（『
幽
明
録
』
に
曰
く
、
晋
の
兗
州
刺
史
沛
国
の
宋
処
宗
、
嘗
て
一
長
鳴

鷄
を
買
ひ
得
、
愛
養
甚
だ
至
る
、
恒
に
窓
間
に
籠
著
し
、
鷄
遂
に
人
語
を

作
す
。
処
宗
と
談
論
し
、
極
め
て
言
智
有
り
て
、
終
日
輟
め
ず
。
処
宗
此

に
因
り
言
功
大
進
す
。） 

（『
芸
文
類
聚
）
18
（

』
巻
九
一
「
鳥
部
中
」）

の
故
事
に
由
来
す
る
表
現
で
あ
り
、
宋
処
宗
は
鷄
と
日
夜
清
談
す
る
こ
と
で
言

巧
み
に
な
っ
た
た
め
、
宋
処
宗
の
故
事
を
以
っ
て
、
清
談
が
意
味
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
無
論
、
宋
処
宗
の
故
事
を
表
す
表
現
は
「
窓
鷄
」
に
限
ら
れ
ず
、

小
島
大
系
が
掲
げ
る
、

霞
明
春
牖
、
即
対
談
鶏

0

0

。（
霞
春
牖
に
明
く
、
即
ち
談
鶏
に
対
す
。）

 

（
王
勃
「
梓
州
慧
義
寺
碑
銘
」『
全
唐
文
』
巻
一
八
四
）

泛
蘭
英
於
戸
牖
、
座
接
鶏
談

0

0

。

（
蘭
英
を
戸
牖
に
泛
か
べ
、
座
し
て
鶏
談
に
接
す
。）

 

（
駱
賓
王
「
冒
雨
尋
菊
序
」『
全
唐
文
』
巻
一
九
九
）

の
「
談
鷄
」
や
「
鶏
談
」
も
「
窓
鷄
」
と
同
じ
く
宋
処
宗
の
故
事
を
踏
ま
え
た

表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
宋
処
宗
の
故
事
を
も
と
と
す
る
表
現
は
、
初
唐
詩
か

ら
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
述
の
駱
賓
王
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
忘
貴
賤
」
の
字
句
の
存
在
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、「
忘
貴
賤
於
窓
鶏
」
一
句
は
、

初
唐
表
現
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
一
句
と
い
え
る
。

　

五
二
番
詩
詩
序
に
お
い
て
、
三
方
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
参
宴
者
の
性
質
に
関
わ

る
表
現
を
積
極
的
に
初
唐
表
現
か
ら
摂
取
し
、
用
い
た
の
か
。
三
方
個
人
の
経

歴
と
初
唐
表
現
か
ら
見
い
だ
せ
る
詩
宴
意
識
か
ら
、「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
の
在

り
方
を
探
究
し
た
い
。

三
　「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
の
在
り
方

　

ま
ず
史
書
な
ど
に
残
る
三
方
の
経
歴
を
辿
っ
て
み
た
い
。

　

三
方
は
生
没
年
未
詳
で
、
名
は
三
方
の
他
、
御
形
（
御
方
）
の
記
述
も
見
受

け
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
）
19
（

』
持
統
天
皇
六
年
（
六
九
二
）
十
月
、
務
広
肆
を
授

か
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
新
羅
に
沙
門
と
し
て
留
学
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。『
続
日
本
紀
）
20
（

』
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
四
月
で
は
そ
の
学
問
を
賞
さ
れ
、

布
・
鍬
・
塩
・
穀
を
授
か
っ
て
い
る
。
時
に
正
六
位
下
。
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）

正
月
、
従
五
位
下
に
昇
進
し
、
周
防
国
守
に
任
命
さ
れ
る
。
養
老
四
年
（
七
二

〇
）
正
月
、
従
五
位
上
に
昇
進
す
る
。
養
老
五
年
（
七
二
一
）
退
朝
後
、
山
上

憶
良
等
と
共
に
東
宮
（
後
の
聖
武
天
皇
）
に
侍
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
同
月
、

文
章
師
範
の
功
に
よ
っ
て
絁
十
五
疋
・
糸
十
五
絇
・
布
三
十
端
・
鍬
二
十
口
を

授
か
っ
て
い
る
。
養
老
六
年
（
七
二
二
）
四
月
、
周
防
国
守
在
任
中
に
官
物
を

盗
ん
で
い
た
事
実
が
発
覚
し
た
が
、
そ
の
学
問
面
で
の
長
年
に
わ
た
る
貢
献
に

免
じ
て
罪
を
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
藤
氏
家
伝
）
21
（

』（
上
）
で
は
、
紀
朝
臣
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淸
人
・
葛
井
連
廣
成
・
高
丘
連
河
内
・
百
済
公
倭
麻
呂
・
大
倭
忌
寸
小
東
人
等

と
共
に
「
文
雅
」
と
し
て
名
を
列
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
三
方
は
絶
え
ず
そ
の
学
問
を
賞
さ
れ
、
後
に
東

宮
に
侍
し
た
人
物
で
、
正
六
位
下
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
慶
雲
四
年
（
七

〇
七
）
か
ら
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
一
三
年
以
上
に
及
ぶ
年
月
で
、
三
方
の

官
位
は
三
段
階
上
が
っ
て
い
る
。「
選
叙
令
」
に
よ
れ
ば
、
優
秀
で
あ
れ
ば
最
短
、

「
六
考
」
で
官
位
は
四
段
階
昇
進
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
三
年
以
上
で
三

段
階
昇
進
し
た
三
方
は
、
官
位
の
昇
進
面
で
は
い
た
っ
て
普
通
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
当
該
詩
序
が
創
作
さ
れ
た
時
点
で
、
三
方
は
従
五
位

下
と
相
対
的
に
高
位
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
詩
序
で
積
極
的
に
紙
幅
を
割
い
て

参
宴
者
の
性
質
を
描
い
た
こ
と
は
、
決
し
て
三
方
の
身
分
が
低
か
っ
た
か
ら
で

は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
こ
で
、
懐
風
藻
所
収
の
「
長
屋
王
宅
詩
宴
詩
」
を
確
認
す
る
と
、
当
該
詩

序
以
外
の
「
長
屋
王
宅
詩
宴
詩
」
に
も
、
参
宴
者
の
性
質
を
表
す
表
現
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。

鶉
衣

0

0

追
野
坐
（
鶉
衣
野
坐
を
追
ひ
）

 

（「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
讌
」
七
五
番
詩
）

右
の
百
済
和
麻
呂
作
の
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
讌
」
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
鶉
衣
」
と
い
う
表
現
は
、
本
来
鶉
の
羽
の
粗
末
な
様
子
か
ら
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣

服
の
意
で
、
後
に
身
分
の
低
い
官
人
の
喩
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
一
句
は
、
百
済
和
麻
呂
が
列
席
し
た
、
長
屋
王
宅
で
催

さ
れ
た
初
春
の
詩
宴
に
も
、
身
分
の
低
い
下
級
官
僚
が
招
か
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　

現
に
、
懐
風
藻
所
収
の
「
長
屋
王
宅
詩
宴
詩
」
に
関
わ
る
人
物
の
経
歴
と
極

位
極
官
）
22
（

を
一
覧
す
る
と
、
計
一
六
人
見
ら
れ
る
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
参
加
者
の

中
、
詩
宴
参
加
時
五
位
以
下
で
あ
っ
た
人
物
は
、

従
五
位
下
大
学
助
背
奈
王
行
文
（
七
二
七
年
従
五
位
下
）

皇
太
子
学
士
正
六
位
上
調
忌
寸
古
麻
呂

正
六
位
上
刀
利
宣
令

大
学
助
教
従
五
位
下
下
毛
野
朝
臣
虫
麻
呂
（
七
二
〇
年
従
五
位
下
）

従
五
位
下
備
前
守
田
中
朝
臣
淨
足
（
七
三
四
年
外
従
五
位
下
）

正
六
位
上
但
馬
守
百
済
公
和
麻
呂

外
従
五
位
下
大
学
頭
箭
集
宿
禰
虫
麻
呂
（
七
三
一
年
従
五
位
下
）

外
従
五
位
下
大
学
頭
塩
屋
連
古
麻
呂
（
七
三
九
年
従
五
位
下
）

の
八
人
が
数
え
ら
れ
、
確
実
に
身
分
の
低
い
官
僚
が
長
屋
王
宅
の
宴
会
に
招
か

れ
て
い
る
。
懐
風
藻
の
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
以
外
で
は
、
唯
一
極
位
が
「
従
六

位
上
」
の
大
学
博
士
田
辺
百
枝
が
天
皇
主
催
の
侍
宴
に
招
か
れ
て
い
る
（「
春

苑
応
詔
」
三
八
番
詩
）
の
を
除
き
、
天
皇
が
主
催
し
た
宴
会
で
詩
作
を
残
し
て

い
る
人
物
ら
の
極
位
は
こ
と
ご
と
く
五
位
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
長

屋
王
が
積
極
的
に
身
分
の
低
い
官
僚
を
招
い
て
い
た
証
で
も
あ
る
。
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こ
こ
ま
で
に
確
認
で
き
た
よ
う
に
、
事
実
上
長
屋
王
宅
に
は
身
分
の
低
い
下

級
官
僚
や
、
官
職
に
就
か
な
い
隠
者
な
ど
が
積
極
的
に
招
か
れ
、「
長
屋
王
宅

詩
宴
」
を
構
築
し
て
い
た
。
五
二
番
詩
詩
序
で
、
参
宴
者
の
性
質
が
積
極
的
に

描
か
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
長
屋
王
サ
ロ
ン
の
実
態
を
表
そ
う
と
し
て
い
た

か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
五
二
番
詩
詩
序
で
は
敢
え
て
初
唐
表
現
が
用
い
ら

れ
た
の
か
。

　

改
め
て
第
二
節
「
蘿
薜
（
薜
蘿
）」
項
で
掲
げ
た
二
つ
の
初
唐
詩
序
を
振
り

返
り
た
い
。
一
部
を
再
掲
す
る
が
、
陳
子
昂
詩
序
の
主
張
は
詩
序
冒
頭
に
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。

若
夫
尊
卑
位
隔
、
栄
賤
途
分
。
使
卿
士
大
夫
、
倚
軒
裳
而
傲
物
、
山
棲
木

食
、
負
林
壑
而
驕
人
。
未
有
能
屈
富
貴
於
沈
冥
、
雑
薜
蘿
於
簪
笏
。

右
の
一
文
で
は
、
今
ま
で
の
世
の
中
で
は
「
尊
卑
」
と
「
栄
賤
」
の
区
別
が
激

し
く
、「
卿
士
大
夫
」
の
よ
う
な
官
人
と
「
山
棲
木
食
」
の
よ
う
な
隠
者
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
ま
り
を
重
視
し
、
相
交
わ
っ
て
交
流
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ

と
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
隔
た
り
を
越
え
、
両
者
の
交
流
の
場
を
実
現
さ

せ
た
の
は
陳
子
昂
詩
序
が
創
作
さ
れ
た
宴
の
主
人
崔
兵
曹
で
あ
り
、
理
想
的
な

文
作
の
場
を
設
け
た
主
人
崔
兵
曹
の
試
み
を
、
陳
子
昂
は
詩
序
の
参
宴
者
の
性

質
を
描
く
こ
と
を
通
し
て
賛
美
し
て
い
る
。
陳
子
昂
序
の
「
尊
」
と
「
卑
」
は
、

具
体
的
な
官
位
の
上
下
関
係
や
官
職
が
あ
る
か
否
か
で
は
な
く
、「
尊
卑
」
と

い
う
概
念
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
異
な
る
集
団
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
尊
」
と
「
卑
」
の
境
を
凌
駕
す
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
理
念
を
陳
子
昂
は
思

い
描
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
王
勃
詩
序
に
関
し
て
も
同
様
の
指
摘
が
出
来
る
。

雖
朝
野
殊
致
、
出
処
異
途
、
莫
不
擁
冠
蓋
於
煙
霞
、
披
薜
蘿
於
山
水
。

王
勃
詩
序
の
一
文
で
は
、
朝
廷
と
在
野
の
者
、
仕
官
す
る
者
と
退
く
者
と
で
は

大
き
く
異
な
る
が
、
官
職
あ
る
者
で
も
隠
遁
の
世
界
に
入
ら
な
い
者
は
い
な
い

と
唱
え
、
両
者
の
渾
然
一
体
と
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
陳
子
昂
詩
序
が
描
く

よ
う
な
理
想
的
な
場
を
、
王
勃
詩
序
で
も
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

更
に
、
初
唐
の
宋
之
問
作
詩
序
に
は
次
の
二
句
が
見
ら
れ
る
。

環
坐
三
尺
、
起
君
子
之
風
。（
環
坐
三
尺
、
君
子
の
風
を
起
こ
し
。）

 

（
宋
之
問
「
袁
侍
御
席
餞
永
昌
独
孤
少
府
序
」『
全
唐
文
』
巻
二
四
一
）

右
の
二
句
で
は
、
参
宴
者
が
「
環
坐
」
し
て
い
る
様
子
を
描
き
、
そ
こ
に
「
君

子
之
風
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
詩
宴
に
列

座
す
る
者
は
、
身
分
の
高
低
に
よ
っ
て
座
の
配
列
や
方
角
、
間
隔
な
ど
が
厳
密

に
区
分
さ
れ
、
参
宴
者
全
員
を
見
渡
せ
る
「
環
坐
」
は
実
現
さ
れ
な
い
。
し
か

し
、
宋
之
問
が
詩
序
で
描
く
詩
宴
で
は
、
座
の
分
別
が
除
か
れ
、
一
座
全
員
を

見
渡
せ
る
理
想
的
な
創
作
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

身
分
に
限
定
さ
れ
な
い
創
作
の
場
に
巡
り
合
わ
せ
た
こ
と
を
、
宋
之
問
は
「
起
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君
子
之
風
」
と
称
賛
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
宋
之
問
詩
序
で
も
陳
子
昂
詩
序
や

王
勃
詩
序
で
確
認
さ
れ
た
「
尊
」
と
「
卑
」
の
境
を
凌
駕
す
る
こ
と
を
理
想
と

す
る
理
念
を
追
及
す
る
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

　

陳
子
昂
詩
序
、
王
勃
詩
序
、
そ
し
て
宋
之
問
詩
序
。
こ
れ
ら
の
詩
序
か
ら
は

共
通
し
て
、
尊
卑
関
係
や
上
下
関
係
を
超
越
し
た
、
様
々
な
身
分
の
者
が
同
一

の
詩
宴
で
対
等
の
交
流
の
場
を
も
て
る
、
す
な
わ
ち
「
尊
」
と
「
卑
」
の
境
を

凌
駕
す
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
理
念
に
対
す
る
追
求
が
う
か
が
え
た
。
初
唐
の

著
名
な
文
人
ら
が
思
い
描
く
こ
の
よ
う
な
理
念
は
、
長
屋
王
と
い
う
人
物
が
主

催
す
る
文
学
サ
ロ
ン
で
実
現
さ
れ
、
上
級
官
人
、
下
級
官
人
、
在
野
の
隠
者
、

外
交
使
節
が
自
由
に
詩
作
を
披
露
で
き
る
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
が
存
在
し
て
い

た
。
初
唐
詩
序
に
見
出
せ
る
地
位
の
上
下
を
超
越
す
る
理
念
は
、
早
い
段
階
か

ら
懐
風
藻
の
作
品
に
受
容
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
既
に
高
松
寿
夫
氏
）
23
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の
論
に
指
摘

が
う
か
が
え
る
。
五
二
番
詩
詩
序
で
初
唐
表
現
が
巧
み
に
く
み
取
ら
れ
、
参
宴

者
の
性
質
を
表
す
に
際
し
て
、
そ
れ
ら
の
初
唐
表
現
が
駆
使
さ
れ
た
の
は
、
初

唐
詩
序
に
見
ら
れ
た
「
尊
」
と
「
卑
」
の
境
を
凌
駕
す
る
こ
と
を
理
想
と
す
る

理
念
を
表
す
た
め
で
あ
り
、
同
時
に
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
が
初
唐
作
品
に
共
通

す
る
そ
の
よ
う
な
理
念
実
現
の
場
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
理
想
的
な
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
は
結
果
と
し
て
、
五
二
番
詩
詩

序
や
他
の
懐
風
藻
詩
の
表
現
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ

の
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
、
懐
風
藻
所
収
の
山
田
三
方
作
五
二
番
詩
詩
序
の
表
現
を
詳
細

に
見
つ
め
、
特
に
そ
の
参
宴
者
の
性
質
を
描
く
傾
向
に
焦
点
を
あ
て
考
察
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
参
宴
者
の
性
質
を
描
く
箇
所
で
積
極
的
に
用
い
ら
れ
た

表
現
が
、
初
唐
の
痕
跡
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ

れ
ら
初
唐
表
現
が
使
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
初
唐
の
著
名
な
文
人
ら
が
描
く
い

く
つ
か
の
作
品
に
共
通
し
て
う
か
が
え
る
、
身
分
の
高
低
を
超
越
し
た
創
作
の

場
が
、「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
で
実
現
さ
れ
て
い
た
事
実
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

従
来
の
上
下
関
係
、
尊
卑
関
係
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
実
際
下
級
官
人

や
在
野
の
隠
者
を
自
邸
に
招
く
こ
と
で
催
さ
れ
た
数
々
の
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」

は
、
多
く
の
文
人
達
の
力
量
発
揮
の
場
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理
想
的
な

文
筆
活
動
の
場
と
な
っ
た
「
長
屋
王
宅
詩
宴
」
は
、
五
二
番
詩
詩
序
を
始
め
と

す
る
懐
風
藻
詩
に
記
録
さ
れ
、
長
屋
王
サ
ロ
ン
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
「
長
屋
王
宅
詩
宴
詩
」
は
、
長
屋
王
サ
ロ
ン
で
行
わ
れ
た
文
筆
活
動
の
実

態
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
研
究
で
は
、「
長
屋
王
宅
詩
宴
詩
」
の
表
現
な
ど
を
一
層
掘
り
下
げ

て
行
き
、
引
き
続
き
長
屋
王
周
辺
の
文
筆
活
動
の
在
り
方
を
追
求
し
て
い
き
た

い
。



『懐風藻』山田三方作詩序の表現から見る「長屋王宅詩宴」

（143）912

注

（
１

）　

小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
六
九
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
・

一
）。

（
２

）　

小
島
氏
が
限
定
す
る
三
つ
の
時
期
は
、
恐
ら
く
『
続
日
本
紀
』
な
ど
に
残
さ
れ
る
、

秋
に
新
羅
使
人
が
宴
さ
れ
た
記
録
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３

）　

井
実
充
史
「「
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
詩
の
論
」（『
上
代
文
学
』
第
73
号
、
上
代
文

学
会
、
一
九
九
四
・
一
一
）。

（
４

）　

本
論
文
の
懐
風
藻
本
文
は
寛
政
版
本
を
底
本
と
し
、
来
歴
志
本
、
陽
春
盧
本
、
尾
州

本
、
脇
坂
本
、
松
平
本
、
鍋
島
本
、
昌
平
坂
本
、
群
書
類
聚
本
、
天
和
版
本
、
宝
永
版

本
な
ど
に
よ
っ
て
校
訂
を
行
っ
た
も
の
。
訓
み
下
し
・
現
代
語
訳
・
傍
線
は
本
論
文
執

筆
者
に
よ
る
も
の
。
ま
た
、
他
の
漢
籍
な
ど
の
引
用
本
文
や
訓
み
下
し
を
含
め
、
字
体

を
私
に
通
行
字
体
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
。

（
５

）　

底
本
「
剣
」。
来
歴
志
本
・
昌
平
坂
本
・
群
書
類
聚
本
に
従
い
「
叙
」
に
改
め
た
。

（
６

）　

林
新
註
〈
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』（
明
治
書
院　

一
九
五
八
・
一
一
）〉
や
小
島
大

系
〈
注（
１

）書
〉
は
使
人
（
小
島
大
系
は
「
客
」
と
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
「
新
羅
客
」

の
こ
と
）
を
讃
え
た
表
現
と
す
る
が
、
詩
序
全
体
か
ら
見
て
も
注（
３

）論
文
で
井
実
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
長
屋
王
に
対
す
る
表
現
と
考
え
る
方
が
よ
り
適
切
と
思
わ
れ
る
。

（
７

）　

星
川
清
孝
著
『
楚
辞
』（
新
釈
漢
文
大
系
第
34
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
七
〇
・
九
）。

以
下
同
じ
。

（
８

）　

王
衍
は
西
晋
（
二
六
五
年
│
三
一
六
年
）
の
名
士
で
、
後
に
重
臣
を
務
め
た
人
物
。

安
豊
は
王
衍
堂
兄
の
王
戎
の
こ
と
で
竹
林
七
賢
の
一
人
で
も
あ
っ
た
名
士
。
大
将
軍
は

王
衍
の
堂
弟
で
あ
る
王
敦
の
こ
と
で
、
晋
武
帝
の
婿
と
な
っ
た
人
物
。
丞
相
も
王
衍
の

堂
弟
に
あ
た
る
王
導
の
こ
と
で
、
東
晋
の
開
国
を
手
助
け
し
た
人
物
。
季
胤
は
王
衍
の

弟
で
あ
る
王
詡
の
こ
と
で
、
後
に
『
鬼
谷
子
』
を
著
作
し
て
い
る
。
平
子
は
季
胤
と
同

じ
く
王
衍
の
弟
に
あ
た
る
王
澄
の
こ
と
で
、
清
談
を
愛
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
９

）　

目
加
田
誠
著
『
世
説
新
語
（
下
）』（
新
釈
漢
文
大
系
第
78
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
七

八
・
八
）。

（
10
）　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
下
（
塙
書
房
、
一
九
六
五
・
三
）。

（
11
）　
『
全
唐
文
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
）。
以
下
同
じ
。

（
12
）　

小
島
氏
は
「
崇
文
館
宴
集
詩
序
」
と
す
る
が
、
正
し
く
は
次
篇
の
「
李
舍
人
山
亭
詩

序
」。

（
13
）　
『
南
斉
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
二
）。

（
14
）　
『
芸
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
）。
以
下
同
じ
。

（
15
）　
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
）。
以
下
同
じ
。

（
16
）　
『
正
倉
院
本
王
勃
詩
序
訳
注
』（
日
中
文
化
交
流
史
研
究
会
編
、
翰
林
書
房
、
二
〇
一

四
・
九
）。

（
17
）　

前
掲
注（
１

）書
。

（
18
）　
『
幽
明
録
』
原
本
は
散
逸
。『
芸
文
類
聚
』
所
収
の
本
文
に
依
る
。

（
19
）　

坂
本
太
郎
﹇
ほ
か
﹈
校
注
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
・
七
）。

（
20
）　

青
木
和
夫
﹇
ほ
か
﹈
校
注
『
続
日
本
紀
』
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
・
九
）。
以

下
同
じ
。

（
21
）　

竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文
』
下
（
東
京
堂
、
一
九
六
二
・
一
一
）。

（
22
）　

前
掲
注（
１

）及
び
同
書
「
詩
人
小
伝
」
に
依
る
。
作
者
名
は
『
懐
風
藻
』
の
詩
番
号

順
に
掲
げ
た
。

（
23
）　

高
松
寿
夫
「
下
毛
野
虫
麻
呂
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
詩
序
」
に
つ
い
て
」（『
早

稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
年
報
』
第
15
号
、
早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
、

二
〇
二
二
・
三
）。

付
記

本
論
文
に
お
け
る
漢
籍
例
の
検
索
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
と
し

て
用
い
た
。

寒
泉http://skqs.lib.ntnu.edu.tw

/dragon/
捜
韻https://sou-yun.cn/index.aspx

中
国
哲
学
書
電
子
化
計
画https://ctext.org/w

iki.pl?if=gb

漢
籍
電
子
文
献http://hanji.sinica.edu.tw

/


